
（様式第２号）

目標達成計画票（事業所記入）

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 48

要介護度が平均１．７８にな
り、認知症のレベルも軽度の
方々がいらっしゃるようになっ
た。日々のレクレーションがマ
ンネリ化せず、レパートリーを
広げる必要がある。

一人ひとりが楽しんで継続
できる、レクレーションの充
実を図る。

日々のレクレーション計画の見
直しと年間行事計画の見直しを
行い、さらなる充実を目指すと
ともに、職員の研修を促し、全
職員に周知する。

３ヶ月

2 34

最近２年程はインフルエンザ
やノロウイルス等の感染症の
発症がない為、職員の対応
の再確認が必要である。

感染症の予防を徹底する。

手洗いうがいの徹底と共に、バ
イタルサイン等一般状態の変
化に気を配り、看護職員と連携
を強め、早期に対処する。施設
内での研修を重ね、職員の自
己管理を促し、感染症の持ち込
みを防ぐ。

３ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

事業所名 　グループホーム青空

作成日：　平成　24年　2月　1日

【目標達成計画】

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し
合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベル
に合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入します。


